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第一部 【企業情報】 
第１ 【企業の概況】 

 
  

 
（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 
２．営業収益には、消費税等は含んでおりません。 
３．第８期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。 
４．第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号 平成22
年６月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号
平成22年６月30日）を適用しております。当該会計方針の変更は遡及適用され、第８期連結会計年度の潜在
株式調整後１株当たり当期純利益金額については、遡及処理後の数値を記載しております。 

５．第８期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在
するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。 

  

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な
変更はありません。 
また、主要な関係会社についても異動はありません。 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第８期 
第２四半期 
連結累計期間

第９期 
第２四半期 
連結累計期間

第８期

会計期間 自  平成23年１月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年１月１日
至  平成23年12月31日

営業収益 (百万円) 31,414 34,647 70,758 

経常利益 (百万円) 259 1,869 4,932 

四半期(当期)純利益又は 
四半期純損失(△) (百万円) △2,022 929 2,273 

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △1,968 948 2,361 

純資産額 (百万円) 76,595 92,949 80,578 

総資産額 (百万円) 259,964 271,861 265,819 

１株当たり四半期(当期) 
純利益金額又は１株当たり 
四半期純損失金額(△) 

(円) △1,709.00 785.43 1,920.85 

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益金額 

(円) ― 776.73 1,878.27 

自己資本比率 (％) 29.3 29.7 30.3 

営業活動による 
キャッシュ・フロー (百万円) 2,687 6,172 9,587 

投資活動による 
キャッシュ・フロー (百万円) △2,131 △1,873 △6,056 

財務活動による 
キャッシュ・フロー (百万円) △5,099 1,266 △2,680 

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高 (百万円) 6,271 17,230 11,665 

回次
第８期 
第２四半期 
連結会計期間

第９期 
第２四半期 
連結会計期間

会計期間 自  平成23年４月１日 
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日 
至  平成24年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 137.94 2,116.97 

２ 【事業の内容】
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第２ 【事業の状況】 

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載
した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 
  

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
  

(1) 業績の状況 
当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部に穏やかな景気回復の兆しがみられたものの、欧州債務
危機を発端とする欧州経済の不確実性や世界経済の減速懸念、円高の長期化、電力不足問題などにより、景気の先
行きは依然として不透明な状況が続いております。 
このような状況の下、当企業グループは、一昨年策定した「中期経営計画」に基づき、顧客ロイヤルティの向上
とオペレーションの効率化を目的とした様々な施策を推進した一方、引き続き、ヤフー株式会社との業務提携によ
るポイント・プログラムの刷新や、予約システムの導入、さらにはゴルフ場の基幹業務システムの入替等の各種施
策を進めております。 
財務面におきましては、連結子会社であるパシフィックゴルフプロパティーズ株式会社が、120億円の優先株式
を発行し、財務体質の強化を図っております。 
この結果、当第２四半期連結累計期間につきましては、営業収益34,647百万円(前年同期比3,232百万円増)、営

業利益2,892百万円(前年同期比1,491百万円増)、経常利益1,869百万円(前年同期比1,609百万円増)、四半期純利益
929百万円(前年同期比2,952百万円増)となり、前年同期と比較し、経営成績の改善が見られました。 

  
(2) 資産、負債及び純資産の状況 
(資産) 
当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末から6,042百万円増加して271,861百万円となりま
した。これは主に、現金及び預金5,565百万円増加によるものであります。 
  
(負債) 
当第２四半期連結会計期間末の総負債は、前連結会計年度末から6,327百万円減少して178,912百万円となりま
した。これは主に、１年内償還予定の新株予約権付社債9,950百万円減少、１年内返済予定の長期借入金を含む
長期借入金1,520百万円増加によるものであります。 
  
(純資産) 
当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末から12,370百万円増加して92,949百万円となりま
した。これは主に、連結子会社の優先株式発行による少数株主持分12,000百万円増加、利益剰余金の配当591百
万円及び四半期純利益929百万円の計上によるものであります。 
  

(3) キャッシュ・フローの状況 
当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末に比べ
5,565百万円増加し、17,230百万円となりました。 
当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 
(営業活動によるキャッシュ・フロー) 
当第２四半期連結累計期間において、営業活動の結果得られた資金は6,172百万円となり、前第２四半期連結
累計期間に比べ3,484百万円増加いたしました。この主な要因は、税金等調整前四半期純利益が3,310百万円増加
し、災害損失の支払額が789百万円減少したこと等によるものです。 
(投資活動によるキャッシュ・フロー) 
当第２四半期連結累計期間において、投資活動の結果使用した資金は1,873百万円となり、前第２四半期連結
累計期間に比べ257百万円減少いたしました。この主な要因は、有形固定資産の取得による支出が370百万円減少
したことによるものです。 
(財務活動によるキャッシュ・フロー) 
当第２四半期連結累計期間において、財務活動の結果得られた資金は1,266百万円となり、前第２四半期連結
累計期間に比べ6,365百万円増加いたしました。この主な要因は、長期借入れによる収入が7,000百万円増加、連
結子会社の優先株式発行の払込みによる収入が11,958百万円発生したこと、長期借入金の返済による支出が
2,823百万円増加、社債の償還による支出が9,950百万円発生したことによるものです。 
  

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題 
当第２四半期連結累計期間において、当企業グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新
たに生じた課題はありません。 
  

１ 【事業等のリスク】

２ 【経営上の重要な契約等】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

2466/2012年-3-



(5) 研究開発活動 
該当事項はありません。 
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第３ 【提出会社の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

 
  

② 【発行済株式】 

 
（注）「提出日現在発行数」欄には、平成24年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の権利行使によ

り発行された株式数は含まれておりません。 
  
(2) 【新株予約権等の状況】 

該当事項はありません。 
  
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

該当事項はありません。 
  
(4) 【ライツプランの内容】 

該当事項はありません。 
  
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

 
（注）新株予約権（ストック・オプション）の行使による増加であります。 
  

１ 【株式等の状況】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,160,000 

計 4,160,000 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株) 
(平成24年６月30日) 

提出日現在発行数(株)
(平成24年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容

普通株式 1,183,964 1,183,964 東京証券取引所 
(市場第一部)

単元株制度を採用してい
ないため、単元株数はあ
りません。 

計 1,183,964 1,183,964 ― ―

年月日
発行済株式 
総数増減数 
(株)

発行済株式 
総数残高 
(株)

資本金増減額 
(百万円)

資本金残高 
(百万円)

資本準備金 
増減額 
(百万円)

資本準備金 
残高 
(百万円)

平成24年４月１日～ 
平成24年６月30日 105 1,183,964 3 12,715 3 13,781 
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(6) 【大株主の状況】 

平成24年６月30日現在 

 
（注）上記所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、以下のとおりです。 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口)            4,325株 
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口１)          4,146株 
日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)              3,109株 
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口６)          2,212株 
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口３)          2,062株 
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口２)          1,773株 

  

氏名又は名称 住所
所有株式数 
（株）

発行済株式 
総数に対する 
所有株式数の 
割合（％）

株式会社平和 東京都台東区東上野２丁目22－９ 952,681 80.46 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
(信託口) 

東京都中央区晴海１丁目８－11 4,325 0.36 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
(信託口１) 

東京都中央区晴海１丁目８－11 4,146 0.35 

パシフィックゴルフ従業員持株会 
東京都港区高輪１丁目３－13  NBF高輪
ビル 

3,684 0.31 

ビービーエイチ ジーエムオー フレキシブ
ル エクイテイーズ フアンド 
(常任代理人  三菱東京ＵＦＪ銀行) 

C/O GMO, LLC 40 ROWES WHARF BOSTON 
MASSACHUSETTS 02110 U. S. A. 
(東京都千代田区丸の内２丁目７－１) 

3,262 0.27 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 
(信託口) 

東京都港区浜松町２丁目11番３号 3,109 0.26 

ザ チェ―ス マンハッタン バンク エヌ
エイ ロンドン エス エル オムニバス 
アカウント 
(常任代理人  みずほコーポレート銀行決済営
業部) 

 
(東京都中央区月島４丁目16－13) 

WOOLGATE HOUSE, COLEMAN STREET 
LONDON EC2P 2HD, ENGLAND          

 

 

3,031 0.25 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
(信託口６) 

東京都中央区晴海１丁目８－11 2,212 0.18 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
(信託口３) 

東京都中央区晴海１丁目８－11 2,062 0.17 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
(信託口２) 

東京都中央区晴海１丁目８－11 1,773 0.14 

計 ― 980,285 82.79 
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(7) 【議決権の状況】 

① 【発行済株式】 

   
② 【自己株式等】 

   

２ 【役員の状況】 
前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。 

(1) 退任役員 

   
(2) 役職の異動 

 
  

   平成24年６月30日現在 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式   1,183,964 1,183,964 
権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式で
あります。 

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 1,183,964 ― ―

総株主の議決権 ― 1,183,964 ―

  平成24年６月30日現在 

所有者の氏名 
又は名称 所有者の住所

自己名義 
所有株式数 
(株)

他人名義 
所有株式数 
(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式 
総数に対する 
所有株式数 
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 ― 草深 多計志 平成24年５月25日

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役 取締役会長 草深 多計志 平成24年４月１日
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第４ 【経理の状況】 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。)に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年１月１日から平成24年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   
流動資産   
現金及び預金 11,665 17,230 
受取手形及び売掛金 3,687 3,961 
たな卸資産 ※１  1,833 ※１  1,972 

繰延税金資産 4,159 4,313 
その他 3,023 1,670 
貸倒引当金 △496 △539 

流動資産合計 23,872 28,607 
固定資産   
有形固定資産   
建物及び構築物（純額） 42,980 43,036 
機械装置及び運搬具（純額） 2,099 2,169 
工具、器具及び備品（純額） 2,127 2,099 
土地 171,927 171,983 
その他（純額） 2,848 4,517 
有形固定資産合計 221,984 223,806 

無形固定資産   
のれん ※２  11,859 ※２  11,431 

その他 3,854 3,743 
無形固定資産合計 15,714 15,174 

投資その他の資産   
繰延税金資産 1,095 1,100 
その他 3,855 3,850 
貸倒引当金 △703 △677 

投資その他の資産合計 4,247 4,273 

固定資産合計 241,946 243,254 

資産合計 265,819 271,861 
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

負債の部   
流動負債   
買掛金 663 713 
短期借入金 ※３  1,000 － 
1年内返済予定の長期借入金 8,333 9,921 
1年内償還予定の新株予約権付社債 9,950 － 
未払法人税等 322 199 
賞与引当金 58 2 
ポイント引当金 518 648 
株主優待引当金 445 281 
災害損失引当金 270 138 
その他 8,507 10,234 
流動負債合計 30,069 22,140 

固定負債   
社債 8,000 8,000 
長期借入金 87,479 87,411 
繰延税金負債 12,309 13,521 
退職給付引当金 3,619 3,670 
役員退職慰労引当金 100 － 
会員預り金 39,678 38,951 
その他 3,983 5,216 
固定負債合計 155,171 156,771 

負債合計 185,240 178,912 
純資産の部   
株主資本   
資本金 12,708 12,715 
資本剰余金 13,890 13,897 
利益剰余金 54,273 54,611 
株主資本合計 80,871 81,224 

その他の包括利益累計額   
繰延ヘッジ損益 △432 △414 

その他の包括利益累計額合計 △432 △414 

新株予約権 139 138 
少数株主持分 0 12,000 
純資産合計 80,578 92,949 

負債純資産合計 265,819 271,861 

2466/2012年-10-



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

営業収益 ※２  31,414 ※２  34,647 

営業原価 25,923 27,518 
営業総利益 5,491 7,128 

販売費及び一般管理費 ※１  4,090 ※１  4,236 

営業利益 1,400 2,892 
営業外収益   
受取利息 2 2 
受取賃貸料 26 22 
災害損失引当金戻入額 － 101 
債務消却益 － 31 
その他 51 106 
営業外収益合計 80 264 

営業外費用   
支払利息 1,040 1,019 
支払手数料 151 215 
その他 30 51 
営業外費用合計 1,221 1,287 

経常利益 259 1,869 
特別利益   
債務免除益 14 － 
収用補償金 55 145 
関係会社株式売却益 170 － 
過年度固定資産税還付金 42 － 
営業補償金 136 113 
その他 151 27 
特別利益合計 571 286 

特別損失   
固定資産除却損 182 － 
合併関連費用 129 － 
災害による損失 1,511 － 
資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 115 － 
その他 48 － 

特別損失合計 1,986 － 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△） △1,154 2,155 

法人税、住民税及び事業税 172 171 
法人税等調整額 694 1,054 
法人税等合計 867 1,225 
少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△） △2,022 930 

少数株主利益 0 0 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,022 929 
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△） △2,022 930 

その他の包括利益   
繰延ヘッジ損益 54 18 
その他の包括利益合計 54 18 

四半期包括利益 △1,968 948 

（内訳）   
親会社株主に係る四半期包括利益 △1,968 947 
少数株主に係る四半期包括利益 0 0 
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△） △1,154 2,155 

減価償却費 2,065 2,290 
のれん償却額 429 428 
貸倒引当金の増減額（△は減少） 85 17 
賞与引当金の増減額（△は減少） △118 △55 
ポイント引当金の増減額（△は減少） 8 129 
株主優待引当金の増減額（△は減少） 148 △163 
退職給付引当金の増減額（△は減少） 4 50 
役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △52 △100 
災害損失引当金の増減額（△は減少） 457 △131 
受取利息及び受取配当金 △5 △2 
支払利息 1,040 1,019 
支払手数料 151 215 
債務免除益 △14 － 
収用補償金 △55 △145 
営業補償金 △136 △113 
固定資産除却損 182 － 
災害損失 1,054 － 
資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 115 － 
売上債権の増減額（△は増加） △80 △367 
たな卸資産の増減額（△は増加） △60 △139 
仕入債務の増減額（△は減少） △25 49 
前受金の増減額（△は減少） 1,180 1,310 
その他 △658 890 

小計 4,559 7,339 
利息及び配当金の受取額 5 2 
利息の支払額 △1,045 △1,033 
その他の収入 55 － 
災害損失の支払額 △818 △28 
法人税等の支払額 △909 △1,095 
法人税等の還付額 841 988 
営業活動によるキャッシュ・フロー 2,687 6,172 

投資活動によるキャッシュ・フロー   
有形固定資産の取得による支出 △2,216 △1,845 
無形固定資産の取得による支出 △24 △52 
その他 109 24 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,131 △1,873 
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   
短期借入金の純増減額（△は減少） △500 △1,000 
長期借入れによる収入 4,300 11,300 
長期借入金の返済による支出 △6,955 △9,779 
借入れに伴う手数料支払による支出 △163 △227 
社債の償還による支出 － △9,950 
配当金の支払額 △1,471 △589 
少数株主からの払込みによる収入 － 11,958 
その他 △309 △444 

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,099 1,266 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,543 5,565 

現金及び現金同等物の期首残高 10,814 11,665 
現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  6,271 ※  17,230 
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】 
該当事項はありません。 

  

【会計方針の変更等】 

   

【追加情報】 

   

当第２四半期連結累計期間 
(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

(会計方針の変更) 
第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」(企業会計基準第２号  平成22年
６月30日)及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第４号  平成22年
６月30日)を適用しております。 
潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するストック・
オプションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・オプションの公正
な評価額のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しております。 
なお、前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の金額については、潜在株式は存
在するものの１株当たり四半期純損失のため、影響はありません。 

当第２四半期連結累計期間 
(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用) 
第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び
誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に
関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。 
(役員退職慰労引当金) 
当社及び連結子会社は従来、役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく要支給額を役員退職慰労引
当金として計上しておりましたが、各社の定時株主総会及び取締役会において、役員退職慰労金制度廃止に伴う
打ち切り支給が決議されました。これに伴い、「役員退職慰労引当金」を取り崩し、打ち切り支給額の未払額84
百万円については、流動負債の「その他」（未払金）及び固定負債の「その他」（長期未払金）に含めて表示し
ております。 
(連結子会社による優先株式の発行) 
当社の連結子会社であるパシフィックゴルフプロパティーズ株式会社は、平成24年６月28日を払込期日として
優先株式を120億円発行いたしました。当該株式発行により、当社の連結貸借対照表における少数株主持分が120
億円増加しております。当該株式は、株主総会における議決権及び普通株式への転換権並びに取得請求権を有し
ておりません。 
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【注記事項】 

(四半期連結貸借対照表関係) 

※１  たな卸資産の内訳 

   
※２  のれん及び負ののれんの表示 

のれん及び負ののれんは相殺して表示しております。相殺前の金額は次のとおりであります。 

   
※３  当座貸越契約及びコミットメントライン契約 

当社及び連結子会社であるパシフィックゴルフマネージメント㈱は、運転資金の効率的な調達を行う
ため、取引銀行１行と当座貸越契約及び取引銀行７行（前連結会計年度末は取引銀行８行）とコミット
メントライン契約を締結しております。これらの契約に基づく当第２四半期連結会計期間末の借入未実
行残高は次のとおりであります。 

 
  

 前連結会計年度 
(平成23年12月31日)

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日)

商品及び製品 1,275百万円 1,424百万円 

仕掛品 0  〃 0  〃 

原材料及び貯蔵品 557  〃 547  〃 

 合計 1,833  〃 1,972  〃 

 前連結会計年度 
(平成23年12月31日)

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日)

のれん 16,053百万円 15,480百万円 
負ののれん △4,193  〃 △4,049  〃 

 純額 11,859  〃 11,431  〃 

 前連結会計年度 
(平成23年12月31日)

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日)

当座貸越限度額及び 
コミットメントライン極度額 13,000百万円 13,000百万円 

借入実行残高 1,000  〃 －  〃 

差引額 12,000  〃 13,000  〃 
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(四半期連結損益計算書関係) 

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。 

   
※２  売上高の季節的変動 

前第２四半期連結累計期間（自  平成23年１月１日  至  平成23年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日） 
当企業グループの営業収益は、ゴルフが屋外のスポーツであることから気象条件の影響を強く受けます。具体的

には、降雪によるゴルフ場クローズの発生する冬季や、猛暑による日中の屋外活動が敬遠される夏季にオフシーズ
ンとなり、気候の比較的穏やかな春季・秋季にオンシーズンとなります。この結果、冬季・夏季に該当する第１四
半期及び第３四半期は低調となり、第２四半期及び第４四半期には好調な営業収益を計上できる傾向にあります。 

  
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に記載されている科目の金額との関係
は、次のとおりであります。 

   

(株主資本等関係) 
前第２四半期連結累計期間（自  平成23年１月１日  至  平成23年６月30日） 
１．配当金支払額 

   
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日
後となるもの 
該当事項はありません。 

  
当第２四半期連結累計期間（自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日） 
１．配当金支払額 

   
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日
後となるもの 
該当事項はありません。 

  

 (自  平成23年１月１日 
至  平成23年６月30日) 

前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日 
至  平成24年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間

給与手当 1,259百万円 1,218百万円 

退職給付費用 101  〃 105  〃 

役員退職慰労引当金繰入額 10  〃 3  〃 

ポイント引当金繰入額 219  〃 382  〃 

株主優待引当金繰入額 221  〃 97  〃 

のれん償却額 429  〃 428  〃 

貸倒引当金繰入額 116  〃 80  〃 

 (自  平成23年１月１日 
至  平成23年６月30日) 

前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日 
至  平成24年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間

現金及び預金勘定 6,271百万円 17,230百万円 

現金及び現金同等物 6,271  〃 17,230  〃 

決議 株式の種類 配当金の総額 
(百万円)

１株当たり 
配当額(円) 基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月23日 
定時株主総会 普通株式 1,478 1,250 平成22年12月31日 平成23年３月24日 利益剰余金

決議 株式の種類 配当金の総額 
(百万円)

１株当たり 
配当額(円) 基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月27日 
定時株主総会 普通株式 591 500 平成23年12月31日 平成24年３月28日 利益剰余金
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(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 
 前第２四半期連結累計期間（自  平成23年１月１日  至  平成23年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日） 
当企業グループは、ゴルフ事業を単一の報告セグメントとしており、その他の事業については、重要性が乏し

いため、セグメント情報の記載を省略しております。 
  
(デリバティブ取引関係) 
当第２四半期連結会計期間末（平成24年６月30日） 
前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められないため、記載を省略しております。 

  
(１株当たり情報) 
１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するもの

の１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。 
  

(重要な後発事象) 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 
  
  

項目 (自  平成23年１月１日 
至  平成23年６月30日) 

前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日 
至  平成24年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間

(1) １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純
損失金額（△） △1,709円00銭 785円43銭 

 （算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）(百万円) △2,022 929 

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― － 

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失金額
（△）(百万円) △2,022 929 

    普通株式の期中平均株式数(株) 1,183,489 1,183,835 

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 776円73銭 

    (算定上の基礎)   

    四半期純利益調整額(百万円) ― 19 

    (うち優先株式) ― (△0) 

    (うち新株予約権付社債) ― (19) 

    普通株式増加数(株) ― 38,872 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四半
期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会計
年度末から重要な変動があったものの概要 

――――――― ――――――― 

２ 【その他】
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 
該当事項はありません。 
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平成24年８月３日

ＰＧＭホールディングス株式会社 

取締役会  御中 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＰ
ＧＭホールディングス株式会社の平成24年１月１日から平成24年12月31日までの連結会計年度の第２四半期
連結会計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年１月１
日から平成24年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結
損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。 
  
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。 
  
監査人の責任 
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。 
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。 
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 
  
監査人の結論 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＰＧＭホールディングス株式会社及び連結
子会社の平成24年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績
及びキャッシュ・フローの状態を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め
られなかった。 
  
利害関係 
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 
  

以  上 
  

   

独立監査人の四半期レビュー報告書

有限責任監査法人トーマツ 

指定有限責任社員 
業務執行社員  公認会計士    望    月    明    美    ㊞ 

指定有限責任社員 
業務執行社員  公認会計士    浅  枝  芳  隆    ㊞ 

指定有限責任社員 
業務執行社員  公認会計士    板    谷    宏    之    ㊞ 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期
報告書提出会社)が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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